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今
年
の
夢

馬
年
に
相
応
し
く
、

馬
力
を
出
し
て
…

●
退
職
者
会
員
を
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
悪

を
断
じ
て
許
さ
な
い

●
東
京
清
掃
の
闘
い
前
進

●
非
正
規
差
別
の
廃
止
と
全
て
の

労
働
争
議
の
勝
利
的
解
決

●
脱
原
発
、
核
廃
絶
と
基
地
撤
去

　

今
年
も
、「
現
・
退
一
致
」
の
取

組
み
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

松島・瑞巌寺五大堂にて／清友会親睦旅行記念撮影

明けましておめでとう
ございます

達谷窟毘沙門堂
（平泉町西光寺）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
夏
の
参
議
院
選
の
結
果
、

安
倍
政
権
は
衆
参
両
院
で
圧
倒
的

多
数
を
し
め
、
集
団
的
自
衛
権
の

容
認
、
国
防
軍
構
想
な
ど
「
戦
争

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
の
皆
様
と
ご
家
族
の

皆
様
が
、
新
年
を
楽
し
く
迎
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
脱
原
発
や
特
定
秘

密
保
護
法
案
阻
止
、
憲
法
改
悪
反

を
で
き
る
国
」
へ
の
志
向
を
強
め
、

戦
前
の
よ
う
な
暗
黒
社
会
を
招
来

す
る
特
定
秘
密
保
護
法
を
強
引
に

成
立
さ
せ
ま
し
た
。
戦
争
を
知
る

世
代
の
私
た
ち
が
、
平
和
の
大
事

さ
、
民
主
主
義
の
重
要
さ
を
訴
え

続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
も
て
は
や
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
金
持
ち

が
恩
恵
を
受
け
る
だ
け
で
働
く
者

に
は
還
元
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
格

差
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
政
治
か

ら
の
決
別
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
親
睦
旅
行
で
南
三
陸
を

訪
問
し
、
被
災
地
の
復
興
が
全
く

進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。
福
島
原
発
も
汚

染
水
が
拡
散
し
、
深
刻
の
度
を
深

め
て
い
ま
す
。
被
災
地
支
援
と
脱

原
発
の
取
組
み
は
、
退
職
者
会
と

し
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

今
年
も
、
退
職
者
・
高
齢
者
の

運
動
と
と
も
に
、
非
正
規
問
題
や

労
働
争
議
の
支
援
、
反
戦
平
和
、

脱
原
発
な
ど
市
民
的
課
題
の
取
組

み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、「
現
・
退

一
致
」
の
立
場
か
ら
、
現
役
世
代

の
応
援
団
と
し
て
、
東
京
清
掃
と

の
協
力
も
よ
り
一
層
強
め
ま
す
。

　

昨
年
、
再
建
初
代
会
長
の
小
泉

さ
ん
、
元
委
員
長
の
大
久
保
さ
ん
、

粟
田
さ
ん
、
最
長
老
の
庭
山
さ
ん

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
故
人
の
遺

志
を
継
い
で
会
員
拡
大
を
は
じ
め

会
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

幹
事
一
同
、
会
の
取
組
み
強
化

に
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
の
取
り
組
み
な
ど
、
社
会
的
な

課
題
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
清
掃
労
働
組
合
の

活
動
に
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

賃
金
確
定
闘
争
で
は
、
例
年
に
増

し
て
各
地
連
の
総
決
起
集
会
で
激

励
の
行
動
を
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
退
職
者
会
の
皆
様
の

現
役
時
代
を
思
わ
せ
る
頑
張
り
に
、

現
職
組
合
員
は
元
気
を
戴
い
て
い

ま
す
。

　

退
職
者
会
の
会
員
数
も
100
名
を

超
え
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
北
條

会
長
を
先
頭
に
役
員
の
皆
さ
ん
の
、

労
を
厭
わ
な
い
行
動
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

労
働
法
制
の
規
制
緩
和
が
進
み
、

企
業
に
優
し
く
労
働
者
に
厳
し
い

社
会
が
さ
ら
に
格
差
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。
安
倍
首
相
の
進
め
る
企

業
が
活
動
し
や
す
い
国
づ
く
り
は
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
生
活
す

る
こ
と
を
困
難
に
す
る
国
づ
く
り

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

誰
も
が
、
安
心
・
安
全
を
実
感

し
な
が
ら
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
が
、
昨
今
「
普
通
・

並
・
中
」
と
い
う
言
葉
が
遠
の
い

て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
苦
、低
、下
、

劣
悪
」、
な
ど
格
差
に
よ
る
底
辺
の

言
葉
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
飛
び

交
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
の
貧
困
・
格
差
の
拡
大

を
許
さ
ず
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
社
会

的
課
題
を
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

貧
困
・
格
差
の

　

拡
大
を
許
さ
な
い

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

吉　

田　
　

壽

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　
　

北　
條　

信　
治

反
戦
平
和
と
生
活
安
定

実
現
へ
向
け
て
闘
お
う
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12
月
５
日
に
第
３
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
①
新
春
の
集
い
実
施
細

目
、
②
演
芸
鑑
賞
会
、
③
お
花
見

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
④
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
開
催
、⑤
会
員
の「
近
況
集
」

発
行
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
幹
事
会
終
了
後
、
旅
行
部
会

と
企
画
部
会
を
開
催
し
、
①
親
睦

旅
行
の
総
括
と
次
年
度
旅
行
の
企

画
、
②
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
総
括
と
お

花
見
ウ
ォ
ー
ク
企
画
、
③
演
芸
鑑

賞
会
実
施
案
、④
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
試
行
実
施
を
検
討
し
ま
し
た

の
で
、
あ
わ
せ
て
報
告
し
ま
す
。

　

別
記
の
よ
う
に
、「
新
春
の
集
い

（
１
月
25
日
）」「
旧
陸
軍
登
戸
研
究

所
跡
見
学
会
（
２
月
14
日
）」「
演

芸
を
楽
し
む
会
（
３
月
６
日
）」
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
４
月
の

お
花
見
、
５
月
の
定
期
総
会
と
、

毎
月
何
か
や
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
演
芸
を
楽
し
む
会
」
は
昨
年
に

続
き
２
回
目
で
す
が
、「
旧
陸
軍
登

戸
研
究
所
跡
見
学
会
」
は
、
今
年

か
ら
新
た
に
始
め
た
い
と
考
え
て

い
る
戦
争
と
平
和
・
歴
史
を
考
え

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
試
行
と

し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

見
学
を
通
じ
て
、
秘
密
保
護
法

の
意
味
が
逆
説
的
に
理
解
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

　

旅
行
部
会
で
、
昨
年
11
月
の
親

睦
旅
行
の
反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

旅
行
そ
の
も
の
と
し
て
は
成
功

し
た
と
考
え
て
お
り
、
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
は
次
回
も
連
泊
方

式
の
バ
ス
旅
行
と
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。
た
だ
し
、
①
脚
の
弱
い
人

を
考
慮
し
て
観
光
地
を
選
定
す
べ

き
、
②
帰
り
の
バ
ス
は
途
中
下
車

を
可
能
と
す
る
方
式
を
取
り
入
れ

る
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
次
回
は
こ
れ
ら
の
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
行
き
先
を
内
定
す
る

つ
も
り
で
す
。
旅
行
先
の
希
望
等

意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

新春の集い
●日　時　１月 25 日（土）

　12 時 30 分集合
　12 時 45 分開催

●場　所　小石川後楽園涵徳亭
●会　費　3,000 円

演芸を楽しむ会
●日　時　３月６日（木）

　12 時現地集合
　13 時開演

●出し物　国立演芸場３月上席
●会　費　弁当付 1,500 円
　　　　　65 歳未満 2,000 円
●募　集　１月末まで

旧陸軍登戸研究所跡見学
●日　時　２月 14 日（金）

　９時 40 分
　小田急線「生田」駅集合
　10 時見学開始

●見学先　明大登戸研究所資料館
●会　費　な　し
●昼　食　学生食堂利用検討中
●募　集　１月末まで

お花見ウォーク
●日　時　４月中旬（里桜の時期）
　　　　　　10 時集合予定
●コース　旧芝離宮恩賜庭園〜
　　　　　浜離宮恩賜庭園〜隅
　　　　　田川クルーズ〜浅草
●運　営　実施細目を検討中

第３回
幹事会

１
月
25
日
新
春
の
集
い
、

２
月
14
日
登
戸
研
究
所
見

学
、
３
月
６
日
演
芸
鑑
賞

会
、
お
花
見
は
４
月
中
旬

春
ま
で
の
主
な
行
事

次
回
旅
行
検
討
開
始

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
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岩
渕
会
計
監
査
、
吉
田
幹
事
、
役
員

と
し
て
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
。
内

容
は
別
記
報
告
の
と
お
り
。　

▼
11

月
28
日
、
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
に
家
族
等

含
め
21
名
参
加
。
行
事
の
模
様
は
本

紙
12
月
号
で
既
報
。
平
林
寺
の
紅
葉

は
見
事
。　

▼
12
月
１
日
、
清
掃
・

人
権
交
流
会「
浅
草
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」。
自
主
参
加
行
動
で
対
応
し
会
員

２
名
参
加
。
若
い
組
合
員
も
多
く
参

加
し
、
学
校
で
は
教
わ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
差
別
の
実
態
に
ふ
れ
、
有
意

義
だ
っ
た
と
の
感
想
。　

▼
12
月
４

日
、
狭
山
事
件
の
真
実
に
迫
る
映
画

「
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
～
見
え
な
い
手
錠
を

は
ず
す
ま
で
」
の
東
京
清
掃
上
映
会
。

自
主
参
加
行
動
で
対
応
し
、
会
員
５

名
参
加
。
必
見
の
い
い
映
画
で
す
。

▼
12
月
５
日
に
第
７
回
三
役
会
。
幹

事
会
議
案
検
討
。
三
役
５
名
参
加
。

▼
同
日
第
３
回
幹
事
会
。
検
討
内
容

は
別
記
報
告
の
と
お
り
。
幹
事
11
名

参
加
。　

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業

務
は
４
回
。
行
事
企
画
、
機
関
紙
・

定
例
連
絡
等
送
付
、
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク

準
備
等
に
対
応
。

退職者会
活動日誌

＊
11
月
22
日
の
第
６

回
三
役
会
以
降
12
月

５
日
の
第
３
回
幹
事

会
ま
で
の
活
動
記
録
。

▼
11
月
25
日
、
都
庁

退
第
11
回
定
期
総
会

と
10
周
年
記
念
式
典
。

代
議
員
と
し
て
北
條

会
長
、
戸
張
副
会
長
、

　

11
月
25
日
、
都
庁
職
員
退
職
者

連
合
会
（
都
庁
退
）
の
第
11
回
定

期
総
会
と
10
周
年
記
念
式
典
が
都

庁
職
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
代
議

員
と
し
て
北
条
会
長
、
戸
張
副
会

都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会

10
周
年
記
念
総
会
を
開
催

花
輪
会
長
が
勇
退
、
新
会
長
に
岡
田
さ
ん

組
織
）
の
中
核
部
隊
と
し
て
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

活
動
方
針
で
、
①
年
金
・
医
療
・

介
護
保
険
の
社
会
保
障
制
度
充
実

へ
向
け
た
取
組
み
、
②
年
金
生
活

者
に
対
す
る
不
公
平
税
制
是
正
、

③
平
和
と
人
権
・
環
境
を
守
る
取

組
み
、
④
組
織
強
化
と
財
政
確
立

の
取
組
み
、
⑤
福
利
厚
生
事
業
や

学
習
会
等
の
取
組
み
を
柱
に
、
自

公
政
権
復
帰
に
よ
り
社
会
保
障
の

切
捨
て
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
状
況

に
抗
す
る
闘
い
を
進
め
、
安
倍
内

閣
打
倒
を
究
極
の
目
標
と
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

質
疑
で
、
北
條
会
長
が
「
組
織

強
化
へ
向
け
た
具
体
的
取
組
み
と

し
て
、
囲
碁
・
将
棋
・
輪
投
げ
等

の
用
具
を
都
庁
退
が
揃
え
て
貸
し

出
す
こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
」

と
提
言
し
ま
し
た
。
他
単
会
の
代

議
員
よ
り
、
文
章
が
難
し
く
理
解

し
に
く
い
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

今
年
は
役
員
改
正
の
年
で
し
た
。

花
輪
会
長
（
主
税
）、
横
山
副
会
長

（
健
康
保
健
）、田
代
事
務
局
長
（
建

設
）
が
勇
退
し
、
別
記
の
よ
う
に

会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
、
会

計
が
変
わ
り
ま
し
た
。
会
員
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
厳
し
い
状
況
を

打
開
し
、
都
庁
退
運
動
を
発
展
さ

せ
る
た
め
、
私
た
ち
も
協
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
の
都
庁
退
結
成
10

周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
花
輪

前
会
長
を
は
じ
め
10
年
間
と
い
う

長
期
に
亘
り
貢
献
さ
れ
た
役
員
９

氏
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
都
庁
第
２
庁
舎
４
階

の
職
員
食
堂
に
移
っ
て
懇
親
会
が

開
か
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。（
吉
田
清
）

都庁退新役員
○会　　長　岡田　嘉久（新・福祉保健）
○副 会 長　小林　民治（再・都市整備）
○副 会 長　吉廣　克之（新・建設局）
○事務局長　黒田　隆文（新・労　働）
○事務局次長　小林　民治（新・兼任）
○会　　計　関口　孝光（新・主税局）
○清掃選出幹事　庄司隆男事務局長（再）
　　　　　　岩渕勝美会計監査（新）

長
、
岩
渕

監
査
、
吉

田
幹
事
、

役
員
と
し

て
庄
司
事

務
局
長
が

参
加
し
ま

し
た
。

　

都
庁
退

は
、
自
治

労
都
庁
職

に
対
応
す

る
退
職
者

組
織
で
、

主
な
独
自

行
事
と
し

て
親
睦
交

流
会
（
日

帰
り
バ
ス

旅
行
）
と

一
泊
の
学
習

交
流
会
を
実

施
し
、
自
治

退
都
本
部
、

都
退
協
（
都

労
連
対
応
の

都庁退結成総会（2003 年 6 月）


